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第3回調査委員会検討項目

2.令和3年度現地調査内容について
(1)3年間の調査計画
(2)令和3年度調査内容

1.令和２度現地調査について
(1)調査内容
(2)調査結果
(3)文化庁からの事務指導
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特別天然記念物野幌原始林

追加指定地(20.23ha)

既指定地(41.7ha)

追加指定地
既指定地

N

1. 令和２年度現地調査について
1.(1)調査内容
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調 査 項 目 内 容 調査対象範囲
1.現地調査 景観調査

(ドローン撮影)
・樹林の分布
・トドマツ(大径木)の分布
・林床のササ類の分布

追加指定地
既指定地

（撮影のみ）
林況調査 ・調査箇所での樹種・胸高直径・樹高等(毎木調査)把握

・クマゲラ利用木確認時(巣及びねぐら樹洞のある木、
採餌木、新旧など)のデータ取得(位置・樹種・
胸高直径・利用状況)

追加指定地

2.資料収集整理 既存資料整理 ・野幌原始林の植物に関する知見収集
(明治・大正を含む)

既指定地及び
追加指定地

3.データ整理 ・植生素図作成(植生群落分布状況、トドマツ(大径木)の
位置、林床のササ類の分布状況を反映)

・クマゲラの野幌原始林の利用状況

既指定地及び
追加指定地
(植生素図は
追加指定地のみ)
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1.(2)調査結果

令和2年11月18、20、25、27日に撮影実施。
解像度2cmで撮影

→ササ分布を把握
→ササ、ハイイヌガヤの判読可能

景観調査(ドローン撮影)
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景観調査(ドローン撮影画像)

追加指定地内

林床(ササ)

林床(ハイイヌガヤ)
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樹木の分布(群落)
→大部分が広葉樹であり、人工林での倒木も見られた。

トドマツ大径木の分布
→撮影結果から大径木の判読はできず、トドマツの分布範囲も

限られていた。

林床のササの分布状況
→トドマツ植林地、旧耕作地、沢地形部分以外はササが密に

分布していた。
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景観調査(ドローン撮影)結果(追加指定地)
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景観調査(ドローン撮影)結果(既指定地 59林班)

凡例
既指定地
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景観調査(ドローン撮影)結果 (既指定地 60林班)

凡例
既指定地
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景観調査(ドローン撮影)結果(既指定地 63林班)

凡例
既指定地
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【参考】59林班のトドマツ、ササ、倒木
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林況調査
令和3年１月 19日および25日に実施

下記の調査結果を踏まえ、追加指定地内の調査箇所を設定
→既存資料

・R1市道北進通線林況調査委託報告書
・H30市道共栄南1号線林況調査委託報告書

→景観調査(ドローン撮影)
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林況調査実施箇所
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林況調査の結果（概要）

No.1 No.2
群落名 ハルニレ林 ミズナラ林
立 地 沢沿い

(幼稚園敷地)
斜面

DBH
(cm)

平均：26.2
最大：53.8

(ミズナラ)

平均：24.8
最大：58.5

(ミズナラ)
樹高
(m)

平均：10.3
最大：14.5

(ハルニレ)

平均：11.6
最大：16.0

(ミズナラ、
シラカンバ)

その他
樹種

アサダ
ミズナラ
ノリウツギ 等

シラカンバ
ハウチワカエデ
アオダモ 等
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資料収集整理

植生についての文献収集
・明治・大正期の野幌国有林に関する文献
・野幌森林公園に関する機関誌等の文献
・ボールパーク関連の環境調査報告書

など
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1例として…
明治41
内務省所管林業試験場 創設

（江別村字志分別）

大正10
・試験林のうち天然保存区が
史跡名勝天然記念物に指定
(24,25,38,23,54,55林班）
・材積の半分以上がトドマツ

戦中・戦後
江別側指定地での木材伐採

昭和29年
洞爺丸台風による風倒被害

昭和34,37
指定地の一部解除により、

現在の59,60,63林班に縮小

令和1
特別天然記念物の追加指定
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過年度林況調査結果

出典：R1市道北進通線林況調査委託報告書
H30市道共栄南1号線林況調査委託報告書

追加及び既指定地内で20ｍ×20mの毎木調査を実施
→追加指定地内に5箇所(広葉樹林3箇所、針葉樹林2箇所)
→追加指定地外に2箇所(広葉樹林(河畔林)2箇所)
→既指定地内59、60林班に4箇所(広葉樹林4箇所)

※既指定地内63林班では調査未実施
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追加指定地の特徴
→シラカンバが優占する広葉樹林が占め、二次林の様相と

なっているが一部ミズナラなど胸高直径50cm以上の
大径木が残存し、階層が発達している箇所もみられる。

→針葉樹林地(カラマツ、トドマツ)は全て植林地であった。

→追加指定地外で河畔林要素の広葉樹林が形成されており、
ハルニレ、ヤチダモが優占し、林床にチシマザサ以外の
草本類が多い。

26

追加指定地(広葉樹林)

出典：R1市道北進通線林況調査委託報告書
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追加指定地(広葉樹林)

出典：R1市道北進通線林況調査委託報告書
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追加指定地(針葉樹林(植林地))

出典：R1市道北進通線林況調査委託報告書
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追加指定地外隣接(広葉樹林(河畔林))

出典：R1市道北進通線林況調査委託報告書
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既指定地の特徴
→シナノキ、ホオノキが優占する広葉樹林
→沢筋にはシナノキ、カツラなどの大径木が生育し、渓畔林の

要素を含む。
→ミズナラ、ハリギリ、シナノキなどには胸高直径100cm以上

の大径木もみられる。
→林床はチシマザサの密度が高く、他の草本類が少ない。
→亜高木層にイチイ、トドマツなどの針葉樹がみられる箇所も

ある。
→追加指定地とは広葉樹林の種構成が異なる。
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既指定地(広葉樹林)

出典：R1市道北進通線林況調査委託報告書
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既指定地(広葉樹林)

出典：R1市道北進通線林況調査委託報告書
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1.(3) 文化庁からの事務指導

令和2年11月 文化庁担当者現地視察時
→指定地は原始林であるため、自然な植生遷移で維持

するのが望ましい。
→「やかましの森」については活用の位置づけで検討。
→指定地を今後も針広混交林と位置付けるならば、

トドマツ再生産の把握（次世代個体の把握）が
必要では？

2. 令和3年度現地調査内容について

34

令和2年度 令和3年度 令和4年度
〔時期〕秋・冬

〔内容〕
野幌原始林の既存の情報収集

〇資料収集整理
〇空中写真撮影(ドローン撮影)
○植生素図の作成
○トドマツ・ササ分布図の作成
〇クマゲラの生息状況確認
〇幼稚園関係者への聞き取り

〔時期〕春・夏

〔内容〕
植生分布とクマゲラ生息状況の確認

〇植生調査
・詳細版植生図の作成(指定地全体)
・森林構造(林況調査；63林班)
・植物相調査（追加指定地）
・トドマツ分布確認調査
・トドマツ幼木確認調査

〇動物調査（文献調査）
・クマゲラ生息状況
・エゾシカ生息状況

〔時期〕未定

〔内容〕
前年度までの調査結果で
不足した項目の追加調査

野幌原始林の保存・活用の
方向性の検討

2.(1)3年間の調査計画
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調 査 項 目 内 容 調査対象範囲

1.植生調査 植生図作成 ・令和2年度作成植生素図をもとに現地踏査し、植生図を作成する。 追加指定地および
既指定地

森林構造調査
(林況調査)

・令和2年度に実施した既存資料調査結果、トドマツの分布状況を踏まえ、
調査箇所を設定する。

・調査箇所での毎木調査により樹種・胸高直径・樹高等を把握する。

既指定地
(63林班)

植物相調査 ・現地踏査により植物相を把握する。
・落葉広葉樹林、幼稚園利用地、人工林、旧耕作地の区分ごとに植物相

を整理する。
・各区分での重要種(レッドリスト掲載種など)の有無、外来種の割合など

を整理する。

追加指定地

トドマツ分布
確認調査

・令和 2 年度作成トドマツ分布図をもとに現地踏査を実施し、トドマツ
の位置を確認する。

・種子生産を行う母樹であるか確認する。

追加指定地および
既指定地

トドマツ幼木
確認調査

・現地調査によりトドマツ分布確認調査で確認した母樹周辺の幼木
（実生を含む）の分布を確認する。

追加指定地および
既指定地

2.動物調査 既存資料調査 ・クマゲラ、エゾシカ生息状況について過年度調査結果等をもとに文献
調査を実施する。

・エゾシカは食害に関する既存資料の収集・整理する。

追加指定地および
既指定地

2.(2)令和3年度調査内容

36

【令和3年度 委員会予定(案)】

令和3年8月中旬～9月中旬
・春および夏の調査結果（速報）
・令和4年度 調査内容の検討


